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問　題

乳児は自分の感情を言葉で伝えることができな

い。このため、養育者が乳児の感情を知るために

は、乳児の示す様々な手がかりから読み取る必要

がある。養育者が乳児の感情を適切に読み取り、

それに対応した敏感な応答を行うことが、安定的

な親子の関係性と乳児の社会的・感情的発達の基

礎となるとして、養育者による乳児感情の読み取

りの重要性が多くの研究で指摘されてきた （e.g. 

Inoue et al., 1993）。近年では本島 （2017） が、母

親の感情認知と乳児のアタッチメントの安定性を

縦断的に検討し、乳児の表情写真において喜びや

悲しみの感情をより的確に認知した母親の乳児ほ

ど、後のアタッチメントの安定性が高いことを実

証している。

乳児感情の読み取りはまた、育児における母親

のメンタルヘルスにも影響することが指摘されて

いる。小原 （2005） の研究では、乳児の表情写真

からポジティブな感情を多く読み取る母親ほど育

児不安や困難感が高いことを明らかにした。小原

（2005） はこの理由として、このような母親では

日常場面でも乳児の不快感情の認知を回避し、不

安や欲求を受け止めた適切な関わりをしないこと

から、結果的に母子間にネガティブな関係性が生

じるためではないかと推測している。

では、母親による乳児感情の読み取りにおける

個人差の要因はどこにあるのだろうか。松田
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（2015） の研究では母親の愛着スタイルと感情読

み取りとの関連を検討し、アンビバレント傾向が

高い母親ほど乳児のあいまい表情の写真からネガ

ティブな感情を読み取ることを明らかにした。そ

の理由として、アンビバレント傾向の母親では、

自身の対人的な不安からネガティブ感情を読み取

りやすいものと考えられた。またZahn-Waxler & 

Wagner（1993）は、抑うつの母親は自分の乳児

の表情を恐怖と捉えやすく、喜びと捉えづらいこ

とを示している。自身の憂うつな気分を乳児の表

情の読み取りに投影させてしまうことが理由とし

て考えられた。

ただし、今述べた松田 （2015） やZahn-Waxler & 

Wagner （1993） の結果を先の小原 （2005） の研究

と合わせて考えると、疑問が生じてくる。アンビ

バレント傾向が高い母親や抑うつの母親は乳児の

表情からネガティブな感情を多く読み取るのであ

れば、子どもの不快感情に対応した適切な関わり

ができ、育児不安は生じづらいだろうということ

になる。しかし、アンビバレント傾向や抑うつの

母親が、そうでない母親より育児不安が少ないと

いうのは考えづらくないだろうか。実際、愛着ス

タイルと育児不安との関連を検討した南 （2013）

の研究では、不安定な愛着スタイルの母親ほど育

児不安が高いことが示されている。乳児感情の読

み取りと育児不安の関連についてさらなる検討の

必要がある。

一方で、母親による乳児感情の読み取りの個人

差が脳の特性と関連している可能性も示唆されて

いる。例えば、Lenzi et al. （2013） は、愛着スタ

イルが拒絶型の者は乳児の表情に対する内側前頭

眼窩皮質の活動が弱いことを示している。また

Laurent & Ablow （2013） は、抑うつの母親では自

分の乳児の喜びの表情に対する前頭眼窩皮質の活

動が弱いと報告している。ただし、これらの研究

は乳児の表情を見ているときの脳活動を計測して

いるだけで、感情読み取りの個人差については検

討されていない。このため松澤 （2017） では、乳

幼児を養育中の父母を対象に、乳児感情の読み取

りを行っている際の前頭前野の活動の計測を行っ

たところ、感情読み取りの個人差と前頭前野活動

との間には関連を見出すことができなかった。し

かしながら、この研究は実験計画の問題から、再

検討の必要性が指摘されている （松澤，2022）。

以上から、母親による乳児感情の読み取りと育

児不安との関連や、感情読み取りの個人差の要因

となる心理特性や脳の特性についての理解は十分

とは言い難い。そこでこれらの統合的な理解のた

めに、本研究では、母親における乳児感情の読み

取りと育児不安の関連を詳細に検討するととも

に、それらと母親の愛着スタイルや抑うつ傾向、

ならびに感情読み取りの際の前頭前野の活動性と

の関連について議論することを目的とした。

方　法

対象者　0～2歳児を養育中の母親23人 （平均年

齢34.9歳、右利き） を対象とした。

乳児表情写真　日本 IFEEL Pictures研究会の許可

を得て、日本版 IFEEL Pictures （JIFP） 第 2版の

30枚の写真  （日本 IFEEL Pictures 研究会，2003）

を、Task区間とPost-task区間の課題に用いた。

JIFPは12ヶ月齢の日本人乳児が日常生活の中で

見せた様々な表情の顔写真から成る写真集であ

る。はっきりしない弱い表出の写真や、複数の感

情が混ざっているかのような多義的な性質を持つ

表情の写真が含まれる。なお、写真集は冊子体で

あるが、パソコンを用いた実験課題を実施するた

めに 1頁ずつスキャナでパソコンに読み込んだ。

モニタに呈示される写真のサイズは12.5 cm× 

8.2 cmとした。また、これ以外にフリー素材とし

て公開されている同様の乳児表情写真10枚を

Pre-task区間の課題に用いた。

脳活動の測定　株式会社スペクトラテック製

OEG-16を用いて、課題中の前頭前野の脳活動を

測定した。OEG-16は16チャンネル （ch） からなる

近赤外分光法 （near-infrared spectroscopy：NIRS）

装置で、前額部のみに測定プローブを装着する簡

易型装置である。計測部位は国際10-20法に基づ

き、測定プローブの中心を正中前頭極 （Fpz） に

位置させた。測定範囲は国際10-20法のFp1、

Fpz、Fp2、 F7、 F8、およびF3とF4よりやや低い

領域を含む。

感情読み取り課題　乳児感情の読み取りとその際

の脳活動の測定のため、感情読み取り課題と性別

判断課題 （ベースライン） を実施した。感情読み

取り課題では、乳児表情写真がモニタに 3秒呈示

された後、固視刺激 （＋） が 3秒呈示された。参
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1）愛着スタイル18項目　戸田 （1988） の内的作

業モデル尺度を用いた。安定 （e.g. 私は知り合い

ができやすい方だ）、アンビバレント （e.g.人は本

当はいやいやながら私と親しくしてくれているの

ではないかと思うことがある）、回避 （e.g.人は全

面的には信用できないと思う） の 3下位尺度につ

いて、普段の自分にどの程度当てはまるかを、

“あてはまらない （1点）” から “あてはまる （4  

点）” の 4件法で回答する。

2）抑うつ傾向20項目　Seif-rating Depression 

Scale （SDS：Zung, 1965） の日本語版 （福田・小

林，1973） を用いた。現在の状態 （e.g.気が沈んで

憂うつだ） について、“ないかたまに （1点）” から

“ほとんどいつも （4点）” の 4件法で回答する。

3）育児不安12項目　手島・原口 （2004） の育児

不安尺度を用いた。中核的育児不安 （e.g.なんと

なく育児に自信がもてない）、育児感情（e.g.子

どもを産まなければよかったと思う）、育児時間

（e.g.一人になれる時間がない） の 3つの下位尺度

から成り、それぞれについて 4項目ずつを抜粋し

た。“全く感じない （1点）” から “非常に感じる

（4点）” の 4件法で回答する。

倫理的配慮　本研究は昭和女子大学倫理審査委員

会の承認を受け （承認番号18-35）、倫理的配慮の

もとに実施された。

結　果

乳児表情写真の回答に基づく分類

本研究で用いた30枚の乳児表情写真には、子

どもが日常生活で見せる、様々な感情が混ざった

多義的な表情の写真が含まれる。このため、同じ

写真に対する感情の読み取りが対象者によって異

なった。そこでまずTable 1に示すように、感情

読み取り課題において各刺激写真に対してポジ

ティブと回答した対象者の割合（ポジティブ回答

率）によって、各写真の表情をポジティブ表情、

あいまい表情、ネガティブ表情の 3種類に分類し

た。ポジティブ表情はポジティブ感情が、ネガ

ティブ表情はネガティブ感情が比較的多く含まれ

る表情であり、あいまい表情はポジティブ感情と

ネガティブ感情が同程度含まれる表情であると解

釈できる。30枚の写真は、ポジティブ表情 9枚、

あいまい表情11枚、ネガティブ表情10枚に分類

加者はこの 6秒の間に乳児の感情がポジティブか

ネガティブかを手元のボタンで回答した （2件

法）。性別判断課題では、感情読み取り課題と同

じタイミングで提示される乳児表情写真を見て、

乳児の性別が男子か女子かをボタンで回答した。

課題は10試行を1区間とし、課題の開始と終了の

合図を含めて 1区間70秒であった。

対象者はそれぞれの課題について練習を行った

後、まずPre-task区間として性別判断課題を行っ

た後、Task区間として感情読み取り課題とPost-

task区間として性別判断課題を行うセットを 3

セット繰り返した。Task区間とPost-task区間で

は同じ写真刺激30枚を、順序を変えて提示した。

なお、ボタンを押して回答する際には右手を用

い、なるべく上体を固定し、目や頭も動かさずに

指だけで反応した。

感情読み取り課題中の賦活指標　Pre-task区間末

の10秒間をベースラインとして、Task区間で上

昇した脳血流変化がPost-task区間の60秒で減衰

し、区間末の10秒間で再びベースラインに戻る

と仮定し、ベースライン補正を行った。その後、

高速フーリエ変換を用いたローパスフィルター

（0.05 Hz） を用いて体動のノイズ成分を取り除い

た。また、得られた血流変化成分から頭皮の血流

変化成分を差し引き、脳活動の信号成分を推定す

るため血流動態分離法を用いた。賦活指標には、

Task区間末30秒間中の酸素化ヘモグロビン

（[Oxy-Hb]） の平均賦活量 （mM·mm） を用いた。

前頭前野の関心領域の設定　松澤 （2022） におい

て、本論文の対象とした母親23人を含む右利き

の男女80名 （うち未婚女子学生57人、養育者23

人） の感情読み取り課題の賦活量データを因子分

析にかけることにより分類された 3領域を関心領

域として設定した。3領域はそれぞれ、ch1, 2, 4

から成る前頭前野右側部、ch7, 8, 9, 10, 11から成

る前頭極部、およびch12, 13, 15, 16から成る前頭

前野左側部である。国際10-20法に基づくと、前

頭前野右側部はF8とF4下部近傍、前頭極はF1、

Fpz、およびF2近傍、前頭前野左側部はF7とF3

下部近傍となる。

愛着スタイル・抑うつ傾向・育児不安の測定　感

情読み取り課題終了後、愛着スタイル、抑うつ傾

向、ならびに育児不安を測定するための以下の心

理尺度に質問紙で回答を求めた。
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られ （ r＝ .20, p<.05）、愛着スタイルのアンビバ

レントと回避はポジティブ表情のポジティブ回答

率との間に有意な負の相関が得られた （アンビバレ

ント：r＝-.25, p<.05、回避：r＝-.22, p<.05）。

また、中核的育児不安とポジティブ表情のポジ

ティブ回答率の間に有意傾向の正の相関が得られ

（ r＝ .37, p<.10）、あいまい表情のポジティブ回

答率との間には有意な負の相関が得られた （ r＝

-.47, p<.05）。抑うつ傾向と各表情へのポジティ

ブ回答率の間には有意な相関は得られなかった。

感情読み取り課題中の前頭前野の賦活量について

感情読み取り課題中の前頭前野の各関心領域に

おける賦活量の分布についてTable 4に示す。い

ずれの領域も平均値は0に近く、また同程度のば

らつきがみられた。これらの賦活量の個人差が、

課題への反応時間の違いと関連するのかを検討す

るために相関係数を求めたところ、いずれの領域

においても有意な相関は得られなかった。また、

領域間の比較のために 1要因分散分析を行った

された （Table 1）。

愛着スタイル・抑うつ傾向と育児不安の関連

愛着スタイル、抑うつ傾向、育児不安の各下位

尺度について尺度得点を算出し、分布について確

認したうえで （Table 2左側）、愛着スタイル・抑

うつ傾向と育児不安との関連について各下位尺度

得点間の相関係数を求めた （Table 2右側）。その

結果、愛着スタイルのアンビバレント、および抑

うつ傾向と、中核的育児不安との間に有意な正の

相関が得られた （アンビバレント：r＝ .31, p< 

.01、抑うつ傾向：r＝ .54, p<.01）。

愛着スタイル・抑うつ傾向・育児不安と乳児表情

へのポジティブ回答率との関連

愛着スタイル、抑うつ傾向、育児不安の各下位

尺度の尺度得点とポジティブ表情、あいまい表

情、ネガティブ表情に対する各対象者のポジティ

ブ回答率との間の相関係数を求めた （Table 3）。

その結果、愛着スタイルの安定はポジティブ表情

のポジティブ回答率との間に有意な正の相関が得

Table 1　感情読み取り課題の回答に基づく表情の分類と各表情の平均ポジティブ回答率

分類名
ポジティブ回答率

の範囲
分類された

表情写真の枚数

ポジティブ回答率 （％）
平均 標準偏差

ポジティブ表情 70％以上  9 94.69  8.12

あいまい表情 30％超70％未満 11 50.20 26.41

ネガティブ表情 30％以下 10 10.87 19.52

Table 2　愛着スタイル・抑うつ傾向と育児不安の各尺度得点の分布と尺度間の相関係数

育児不安との相関係数

平均値 SD 中核的育児不安 育児感情 育児時間

〈愛着スタイル〉　　

安定 2.88 （0.52）  .07  .14 －.02 　

アンビバレント 2.21 （0.49） 　 .31**  .11 .26**

回避 2.01 （0.50） －.04 －.05 .28**

抑うつ傾向 1.87 （0.35） 　 .54**  .15 .25　

〈育児不安〉　　　　

中核的育児不安 2.13 （0.69） － － －

育児感情 1.42 （0.45） － － －

育児時間 2.59 （0.63） － － －

**p<.01
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野各関心領域の賦活量との相関係数を求めた

（Table 6）。ポジティブ表情に対するポジティブ

回答率と前頭前野左側部の賦活量に有意な負の相

関がみられ （ r＝-.43, p<.05）、前頭前野右側部と

前頭極部の賦活量との間には有意傾向の負の相関

がみられた（前頭前野右側部：r＝-.38, p<.10、

前頭極部：r＝-.37, p<.10）。あいまい表情とネ

ガティブ表情に対するポジティブ回答率と前頭前

野の賦活量との間には有意な関連はみられな

かった。

考　察

目的に従い、ここでは母親における乳児感情の

読み取りと育児不安の関連を検討するとともに、

それらと母親の愛着スタイルや抑うつ傾向、なら

びに感情読み取りの際の前頭前野の活動性との関

連についての議論を試みる。

感情読み取り課題における回答と育児不安との

が、各領域の賦活量に有意差は認められなかった

（F （2, 44）＝0.63, ns）。

愛着スタイル・抑うつ傾向・育児不安と前頭前野

の賦活量との関連

愛着スタイル、抑うつ傾向、育児不安の各下位

尺度の尺度得点と、感情読み取り課題中の前頭前

野各関心領域の賦活量との相関係数を求めた

（Table 5）。抑うつ傾向と前頭前野左側部および

前頭極部の間に有意な負の相関が得られ （前頭前

野左側部：r＝-.51, p<.05、前頭極部：r＝-.45, 

p<.05）、前頭前野右側部との間には有意傾向の

負の相関がみられた （ r＝-.39, p<.10）。愛着ス

タイル、育児不安と前頭前野の各関心領域の賦活

量の間には有意な相関が得られなかった。

乳児表情へのポジティブ回答率と前頭前野の賦活

量との関連

ポジティブ表情、あいまい表情、ネガティブ表

情に対する各対象者のポジティブ回答率と前頭前

Table 3　愛着スタイル、抑うつ傾向、ならびに育児不安と各表情へのポジティブ回答率との相関係数

＜ポジティブ回答率＞

　ポジティブ表情 あいまい表情 ネガティブ表情

〈愛着スタイル〉　　

安定  .20*  .08 －.02

アンビバレント －.25* －.15 －.11

回避 －.22* －.04  .08

抑うつ傾向 .18 －.19  .00

〈育児不安〉　　　　

中核的育児不安 .37†  －.47* －.23

育児感情  .22 －.30 －.16

育児時間 －.08  .04  .05

　†p<.10，*p<.05

Table 4　各関心領域の賦活量 （mM·mm）、および IFP反応時間との相関係数

前頭前野右側部 前頭極部 前頭前野左側部

平均 0.0070 0.0020 0.0054

（SD） 0.0360 0.0320 0.0291

最小値 －0.0529 －0.0915 －0.0371

最大値 0.1227 0.0802 0.0893

IFP反応時間との相関係数 .12 -.03 .01

ns ns ns
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一方、あいまい表情は、ポジティブ感情とネガ

ティブ感情が同程度に含まれる表情と解釈でき

（Table 1）、例えば、口は笑っているのだが眉間

が狭まっているといった表情や、ポジティブとネ

ガティブのいずれの感情表出も弱く何かに注意を

向けている表情などが含まれた。育児不安の高い

母親ではこのように、部分的であれネガティブ感

情の表出がはっきりとある場合、あるいは、ポジ

ティブ感情の表出がはっきりとは見て取れない場

合には、ネガティブ感情に注意が向きやすいこと

が示唆される。育児不安の高い母親のネガティブ

感情への注目については先行研究が見当たらない

が、ネガティブ感情への注目によって生じる、わ

が子が不快な状態であるという認知は、自身の育

児に対する評価の低下につながり、その結果、

「適切に育児ができていない」といった育児不安

を生じさせる可能性が考えられる。あるいは、育

児不安が高い母親は自分の不安を投影して、乳児

にネガティブ感情を読み取ることも考えられ、両

者が双方向の悪循環をもたらしている可能性もあ

るだろう。

乳児感情の読み取りにおけるネガティブ感情へ

関連の検討 （Table 3下段）から、「育児に自信が

もてない」といった育児不安をもつ母親では、ポ

ジティブ表情 （7割以上の母親がポジティブと回

答する表情） についてポジティブと回答する傾向

が、また、あいまい表情 （ポジティブとネガティ

ブで回答が割れる表情） についてはネガティブと

回答する傾向がみられた。

ここでのポジティブ表情は、ポジティブ感情に

弱いネガティブ感情が混ざっている表情と解釈で

き （Table 1）、例えば、目は笑っていても口角が

しっかり上がっていないといった表情が含まれ

た。育児不安の高い母親ではこのような多義的な

表情に表れる弱いネガティブ感情を無視しやすい

ことが示唆される。このことは小原 （2005） が、

育児不安が高い母親が乳幼児のあいまいな表情か

ら快感情を読み取りやすいことを示した結果と一

致する。小原 （2005） も論じているように、弱い

ネガティブ感情が無視されると、不安や疲れなど

乳児のニーズをくみ取った適切な対応ができず、

母子間の関係性が不安定になることが予想され

る。その結果、「どう育てたらよいのかわからな

い」 といった育児不安が生じることが考えられる。

Table 5　愛着スタイル、抑うつ傾向、ならびに育児不安と各関心領域の賦活量との相関係数

前頭前野右側部 前頭極部 前頭前野左側部

〈愛着スタイル〉　　

安定  .11  .12  .07

アンビバレント －.04 －.07 －.02

回避 －.09 －.09 －.13

抑うつ傾向 －.39†  －.45*  －.51*

〈育児不安〉　　　　

中核的育児不安 －.24 －.21 －.39

育児感情 －.11  .03 －.05

育児時間  .08  .15  .11

　†p<.10，*p<.05

Table 6　各表情へのポジティブ回答率と各関心領域の賦活量との相関係数

＜ポジティブ回答率＞ 前頭前野右側部 前頭極部 前頭前野左側部

　ポジティブ表情 －.38† －.37† －.43*

  あいまい表情 .09 .06 .16

  ネガティブ表情 .07 .01 .06
†p<.10，*p<.05
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母親ほど賦活量が低いという結果が示された

（Table 5）。このことは、抑うつの母親では自子

の感情表出を見たときの前頭眼窩皮質の活動が弱

いとするLaurent & Ablow （2013） の報告と共通す

る。また、抑うつ症状のある者では、言語産出の

課題においても前頭前野の賦活量が低いという報

告もあり （岩山，2013）、抑うつ傾向は前頭前野の

全般的な機能低下を伴うものと理解できる。

また本研究では、抑うつ傾向と感情読み取りの

際の賦活量の低さとの関連が、特に前頭前野左側

部で強かった （Table 5）。Lenzi et al. （2009） は乳

児を見ている時の母親の神経活動を計測し、感情

がはっきりしない表情を見ているときに左の前頭

皮質が強く活動することを報告していることから

も、前頭前野左側部が乳児の弱い感情の認知に寄

与することが示唆される。本研究の結果は、抑う

つ傾向の母親では前頭前野の機能低下により、そ

のような前頭前野左側部の機能を十分に用いずに

乳児感情の読み取りを行う可能性を予測する。

そこで最後に、前頭前野の賦活と乳児感情の読

み取りとの関連をみると （Table 6）、読み取り課

題中の前頭前野の賦活量が低い者ほど、ポジティ

ブ表情 （ポジティブ感情に弱いネガティブ感情が

混ざっている表情）についてポジティブと回答す

る傾向がみられ、この傾向は前頭前野左側部の賦

活との関連において最も強かった。このことは、

感情読み取りの際に、前頭前野の特に左側部を多

く用いない者では、ポジティブ感情に弱いネガ

ティブ感情が混ざっているような多義的な表情を

見たときに、弱いネガティブ感情を無視しやすい

と解釈することができる。前頭前野左側部の弱い

感情の認知への寄与を示唆する先行研究の結

果 （Lenzi et al. 2009） と整合的な結果が得られた

といえよう。また、ネガティブ表情 （ネガティブ

感情に弱いポジティブ感情が混ざっている表情）

の回答率とは関連しなかった （Table 6） ことか

ら、前頭前野左側部は、特に弱いネガティブ感情

の認知と関わる可能性が考えられる。

先に述べたように、本研究では育児不安の高い

母親がポジティブ表情に含まれる弱いネガティブ

感情を無視しやすいことが示されており （Table 3）、

また、先行研究でも育児不安の高い母親では、乳

児のあいまいな表情を快感情として読み取りやす

いことが報告されている （小原，2005）。母親の育

の注目は、不安定な愛着スタイルの者や抑うつの

母親にみられることが指摘されてきた （松田，

2015; Zahn-Waxler & Wagner, 1993）。本研究で

も、愛着スタイルが不安定 （アンビバレントや回

避） な母親では、ポジティブ表情に含まれる乳児

の弱いネガティブ感情に注目する傾向が示された

（Table 3上段）。「人が本当はいやいやながら私と

親しくしてくれているのではないか（アンビバレ

ント）」、あるいは「人は全面的には信用できない

（回避）」といった他者への愛着スタイルをもつ母

親は、乳児の表情にも他者との関係性への不安を

投影し、ネガティブ感情を読み取ることが考えら

れる （松田，2015）。本研究では、不安定な愛着ス

タイルは育児不安の高さとの関連も示されており

（Table 2）、母親の不安定な愛着スタイルがネガ

ティブ感情への注目を引き起こし、それにより育

児不安が生じることが推測される。なお本研究で

は、抑うつ傾向と乳児感情の読み取りには関連が

見られなかった （Table 3中段）。

次に、感情の読み取りに関わる前頭前野の神経

活動について議論する。成人の写真を用いた表情

認知研究において、前頭前野が多義的な表情に対

する感情判断 （Tsuchida & Fellows, 2012） や明示

的な感情判断 （Nakamura et al., 1999; Narumoto et 

al., 2000） と関連することが示されてきた。本研

究で行った課題は、多義的な表情に対する明示的

な感情判断を含み、前頭前野の活動が予想された

が、乳児感情を読み取る際の前頭前野の賦活は個

人差が大きく、賦活量が増加する者も減少する者

も見られた （Table 4）。これらの個人差は反応時

間とは関連がなかった （Table 4下段） ことから、

回答にあたり乳児の感情について熟考したか否か

ということよりも、前頭前野を用いた判断を行っ

たか否かということが賦活量の個人差と関連する

のではないかと考えられる。実際、表情認知には

扁桃体、帯状回、上側頭皮質、体性感覚皮質、

島、前頭眼窩皮質など多くの皮質または皮質下の

部位の活動が関わっていることが知られてい

る （e.g. Adolphs, 2002）。本研究で行った課題の遂

行においても、前頭前野だけでなく様々な部位が

役割を担っており、前頭前野を多く用いて判断す

る者とそうでない者がいると考えることができる。

乳児感情の読み取りの際の前頭前野の賦活量の

個人差について、本研究では、抑うつ傾向の高い
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る母親の不安定な愛着スタイルや抑うつ傾向、ま

たそれに伴う前頭前野の機能低下を解消すること

が望まれよう。しかし、それらは簡単でないこと

が多い。その場合、対象となる母親の愛着スタイ

ルや抑うつ傾向といった特性に応じて、子どもの

ネガティブ感情に注目しないようにする、あるい

は、弱いネガティブ感情の認知を意識的に行うた

めの助言やトレーニングが有効なのではないだろ

うか。あるいは、親以外の周囲の大人が乳児感情

の読み取りと育児にコミットすることで、親子関

係の安定と、育児不安の低減につながるものと考

える。
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